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上，田‘　順　一

　　　　　　　問　　　　題

　検査状況も一つの人間関係的状況である。今

かりに同じ検査材料が繰り返して同じ対象に与

えられたとしても，そのときどきの検査状況を

構成している被験者一検査者の具体的な人間関

係は決して一様ではない。’またその際の被験者

と検査者とが同一の組合せであっても両者間の

関係惇常にで定であ多と惇いい難いのが普通で

ある。このよ．うに検査状況を一つの人間関係的

状況と今るならば・ある検査に示された被験者

の応答は，検査材料という刺戟とともに検査者

という人間的刺戟をも加えた複合的刺戟に対す

る反応とみなされなければならない。ある検査

者からは貧困な反応しか示さなかった被験者が

別の検査者からは極めて豊富な反応を示すこと

はしばしば観察されるところであるが，この例

などは検査状況における被験者一検査者の人間

関係の親疎にもとづいてあらわれたものという

べき奄のであろう。似た例は検査の信頼性牽検

討すろ際の手続の申牢も見出すことができる。

この場合，検査の繰返しによってひきおこされ

る検査結果の変動は，検査そのもののもつ信頼

性にも依存しようが，検査の実施にあたった検

査者の変化によって生ずることも否定できな

い。すなわち，これらの検査結果の変動はその

ときどきの被験者一検査者の人間関係枠の差異

にもとづくものと考えられる。

　このように検査者が検査結果に重大な影響を

もたらすことは，臨床家なら講しもが等しく強

調して止まぬところである。そのためにも身近

かにある検査手引書は必ずといってよい程，被

験者との親和感，被験者に対する親切1寛容。

激励など検査者のとるべき態度についてふれて

いる二しかしこれらの検査態度の強調はあくま

でも　般的な強調であり，要請の域を出ないも

のであり，その点で実証的裏付けを欠ぐものと

いわざるを得ない。この意味からも検査者の影

響の問題はテスト臨床上重要な位置をもつもの

と考えられる。

　筆者はさきの論文（1g）において，従前の関連

する諸研究（1，2，5，6，8，9）を概観したあと，Gibby

らの先駆的な研究（3，4）に反省を加えて行った実

験結果を報告したことがあった。今回の報告で

は，その後行ったいくつかの実験結果（16，17，18，20，

21，22，23）を整理して，検査者の影響の問題を検査

者の性と検査態度の面から明らかにしようとし

た。また一つの試みとして，被験者を「テスト

不安」でラベルした場合の検査者の宰響も李わ

せてみようとした。

　　　　　　研　究　方　法

児童の実験亙

．検査者　心理学専攻の男子学生の申から，「明

朗快浄積極的・外向的」な性格でしかも人から

好感をよせられているもの（検査者A）と，「陰う

つ・消極的・内向的」であまり人から好感をよせ

られないもの（検査者B）の二人を選んだ。

　被験児　知能普通・学業申位・性格行動正常

の6年生男子4人，女子4人を抽出した。これ

らの児童は過去においてロールシャッハ1テス

トを受験したことはなかった。

　検査態度　検査者Aはつきに示す好感的態度

で，また検査者Bは非好感的態度で検査に臨ん
だ。
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ロールシャッハ・テスト反応におよぼす検査者の影響に関する研究

Tab1e1検査態度

　好感的態度：暖かい・やさしい。親しみのある態度

，・1．にこにこした態度……笑顔を見せる。

　2．受容的態度……児重の反応に対してうなづく。

　　「そうですね」という。

　3．適度の激励一・rよくできましたね」「がんぼ

　　ってやりましょう」「まだありませんか」のこと

　　ばを入れる。

　4．顔を見る……なじやかな・やさしいまなざしで

　　相手の顔を見る。

　5．検査前に親和感をつくるための会話をする。…

　　・・「何をして遊ぶのが好き？」その他日常の話題に

　　ついて会話し，児重の気分をほぐすようにする。

　6．応待を親切にする。

　非好感的態度1冷やかな・無愛想な。親しみのない

態度。ただし常識を越えない程度。

　1．笑いをもらさない。

2　無関心な態度　　最少限の質間に答える程度。

3．やや反掻的態度……「さあやりなさい」「それ

　でいいでしょうJ．

4．相手の顔を見ない一・・知らん顔・そっぽを向

　　く。

5．検査前の会話はしない一・・入室したら直ぐ教示

　　を始める。

6．応待は事務的にする。

　検査手続　各被験児は検査者A（好感的態度

）・検査者B（非好感的態度）から父互に1回つ

つ検査をうけた。その際，検査回数による影響

を防ぐ目的で，第1回目。第2回目受験の被験児

数が検査者によって偏しないよう注意した。

　．結果の処理　各被験児から前後2回にわたっ

て得たロールシャッハ反応はK1op壬er法（7）に準

じて記号化し，数量化した。ついで反応実数は

基礎的評定カテゴリー（basicscoringcategori

eS）について整理し，好感的態度による反応数

と非好感的態度による反応数との差をt検定（両

検定）によって検討した。

児童の実験皿亙

　検査者　実験Iが男子検査者であったのに対

して実験皿では女子検査者2人（好感型C，非

好感型D）が選ばれた。これら2人の検査者閻

にみられる性格のちがいは男子の検査者A，B

ほど顕著なものではなかったので，検査態度の

面で極カ差異を示すよう特に指導した。

　被験児抽出方式は実験Iに従い，知能。学

業1性格行動の面で普通・正常の6年生児童男

子i1人，女子8人を対象とした。

　検査態度・検査手続・緒果の処理　実験Iと

同じく，また以後の実験についても同様である。

児童の実験IH

　この実験は検査者の影響を児童のもつテスト

不安（teSt　anX1ety）との関係から明らかにし

ようとしたものであり，その点で被験者のラベ

ルに一つの新しい方法を提供するものと考えら

れる。

　テスト不安尺度　Sarason，I　G（12）の作製し

た16項目からなる質問紙を用いた。被験児を含

む6年生90人に実施し（範囲1－12，平均6．24，

標準偏差206），局不安群6人（9－12），低不

安群6人（1－3）を抽出した。これら2群間

の平均不安得点にはp＜．001で有意な差が認め

られた。

幼！兄の案験亙およびH

　さきの児童の実験I，」皿，皿では小学校6年

生の児童を対象とした。幼児の実験I，皿では

いづれも幼稚園2年保育年長組の幼児を対象と

してロールシャシハ1テストを実施した。

　検査者。検査態度　幼児の実験Iでは児童の

実験で用いた男子検査者AとBが，実験皿では

女子検査者CとDとが検査の実施にあたった。

このように同一の検査者が異なる対象群を繰返

して検査するとき，検査者の影響はより明確に

されるであろう。

　検査場面でとる検査者の検査態度はさきに示

した（Tab！eヱ）と同じいやり方で，検査者A，

Cは好感的態度で，また検査者B，Dは非好感

的態度で検査の実施にあたった。

　被験児・検査手続　被験児は知能普通・性格

行動正常の幼児男子4人、女子4人を選んだ。

実験Iでは各被験児は男子検査者A（好感型）

とB（非好感型）とから父互に1回個別的に検査
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上　　田 順　　一

をうけた』また・実験正では各被験児は女子検　　査者CとDから（児重の実験皿．）それぞれ検査

査者C（好感型）とD（非好感型）とから父互　　された。また，幼児は男子検査者A，Bから（幼

に1回，個別的に検査をうけ．た。したがって，　　児の実験・I）とともに女子検査者C’とDからも

幼児の被験児は異なる検査者A，B，C，およ　　　（幼児の実験皿）検査された。てうして得られ．

びDからそれぞれ1回，一合計4回のテストをう　　た被験児の口rルシャッハ反応は，基礎評定カ

けたことになるわけであ．る。　　　　　　　　　　テゴリーごとに記号化され，数量化されたあと，

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　研究目的にしたがってジ検査者の性・検査態度

　研究方法の要約　　　　　　　　　　　　　　による児童および幼児の反応の変化が検討され

　実験は児童に対してI，皿，皿，幼児に対し　　た。また，被験児をラベルするための一つの試

てI，皿，合計5回おこなわれた。被験児は児童　　みとして，児童のテスト不安と検査者影響の関

では小学校6年生が｝また幼児では幼稚園2年　　係もとり上げられた（児童の実験皿）。

保育年長組の幼児を対象とした。検査者は男女
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　結　果　と　考．察一
2人つつから成り，男子検査者Aと女子検査者

Cは好感的検査態度で，一方男子検査者Bと女　　　ヱ　男子検査者の影響　　r

子検査者Dは非好感的検査態度で検査を実施し　　　男子の好感型検査者Aおよび非好感型検査者

た。検査手続としては，児童は男子検査者Aと　　Bによってもたらされた児童と幼児の，反応は

Bから（児童の実験I），また別の児童は女子検　　Tab1e2．に示す通りであ．る。児童の反応では

　　　　　　　　　Tab1e2男子検奔者A・干に辛、亭児童及び幼児g反弔9比較

　　　　R
　　　　T
　　　T／R1
（non－co1or）T／Rコ

　（co1or）T／R1

　　　　W
　　　　D
　　　　Dd
　　　　S

　　　　M
　　　FM
　　　　m
　　　　K
　　　FK
　　　　F
　　　　C　　　　α
　　　　FC
　　　　CF
　　　　C

　　　　H
　　　　A
　　　　P1
　　　Obj
　　　　At
　　　Fire
　　Land．s
　　　　Na
　　　Art
　　　Arch
　　　　Mt
　　　E如

児　重　の　反　応一

A　　　　　B　　　　　t P

　34．3

1260，1

　18，8

　19，8

　19，1

　16，0

　17．0

　1．0
　2．0

　2．5
　6．0
　2，3
　0
　1，0
　18，2

　10．5

　0．6
　0．5
　2．0
　0．2

　6，8
　18，0

18．5
　2．3
　0．7
　0．8
　1．4
　1．4
　0
　0
　0
　0．7

26．1
463．1．

15，4
14，3
16，6

14，3
10．8

　1．1
　1．3

　2．7
　5．8
　2．O
　0

　1，8

11．1
　9．5
　0．1

　0．6
　1．9．

　0

5．6‘

13，0
14．0

　1．8

　0．7

　0．4

　1．8
　0．9
　0

　0

　0

　0．8

df＝7

2．889
5，833
＜1

2，004
＜1

2．120
2，310
＜1

1，590

＜1

＜1

＜1

＜1

1．880
2，940．

＜1

1，597
＜1

＜1

1．O04

1．528
2．406
1．937
1，842
＜1

＜1

1．672
1，306
＜1

＜1

＜1

＜1

＜．05
＜．01．

＜．10．

＜．10
＜．10

＜．05

＜．05
＜．10

幼　児　の　反　応

A　　　　B　　　　t　　　　　p

　45．9

1211．7

　8．7
　6，7
　11，0

　15．8．

　27．2

　1．4
　2．2

　2．7
　7．6．

　2．4
　0．2
　0．4・
　26．1

　0．7
　1．2
　0．9
　3．4
　1．9

　7，1
　20．8

　3．5
　4．3
　0．8
　1．0
　0．7
　2．2
　0．5
　1．4
　1．0
　0．2

27．2
613．5
　9．7
　9，1

10，0

10．9．

15．4
　0．2
　1．0

　2．5－

　4．8
　1．4
　0．2
　0．3、

ユ7，0

　0

　0．2
　0．2
　1．2
　0．3

　4，2

13．4
　1．2
　3．4
　0．2
　1．2
　0．3
　0，9
　0．1
　0．5
　0．4
　0．5

df＝7

3．730
3，852
＜1

＜1

＜1

1．518
3，073
＜1

1，868

＜1

1，269
＜1

＜1

＜1

2．038
2．028
3．407
3．555
3．507
1．524

2．821
2．630
2．257
1．000
1，096
＜1

1．200
7，111
＜1

3．680
1，838　．

1．037

＜．01

＜．01

＜．02

＜．10
＜．10
＜．02
＜．02
＜．02

＜．05

＜．05
＜．10

＜．01

＜．02
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ロールシャッハ・テスト反応におよぽす検査者の影響に関する研究

R，T，T／R1（non－co1or），W，D，F，A，P1に，

また幼児の反応ではR，T，以F，・c，C’，FC，

CF，H，A，P1，Na，Archに有意の差が見出さ

。れた。これら検査態度のちがいによってもたら

された反応数の変動は，好感的検査態度により

増加の方向をとることを示している。すなわち

検査者のとる暖かい，．励ましの態度が被験児の

反応を刺戟して容易ならしめるこ一とを物語って

いる。また，それらの変動カテゴリーを児童と

幼児とで比較してみると，まず変動カテゴリー

の領域について幼児が圧倒的に多いことでわか

る。さらに変動カテゴリーの内容をみると，幼

児ではc，C’，FC，CFにみられるように，情

緒的因子の反映が特徴的である。男子検査者の

検査態度のちがいは児童の反応にも影響するが

幼児の反応に対してはより強力にはたらくもの

と考えられる。しかし，これらのことが実証さ

Tab1e3

れるためには，検査態度の影響を検討していく

過程の申で，検査の実施順序による影響は見お

としてはならぬ問題である。この影響の除去に

ついては検査手続の申ですでに配慮したところ

であるが，もう一つの問題は，反応数の変動は果

して検査者の検査態度そのものの影響にもとづ

いてなされるのか，それとも検査者そのものの

偶然の変化に依存しているのかの判断について

である。この問題の解決には別の実験が必要で

あった。そのために，新たな別の検査者によっ

てもたらされる反応との比較をしなければなら

なかった。検査者Aとおなじく好感的検査態度

をとるA’，検査者Bとおなじく非好感的検査

態度をとるB’を用意して，別の被験児により

A－A’，B－Bヲ間の影響度を比較した。その

結果，それらの間の反応数に変動を生じたカテ

ゴリーは全く見あたらないことがわかった。こ

女子検査者C，Dによる児童及び幼児の反応の比較

　　R

　W
　　D
　Dd
　　S

　M
　FM
　　n1
　　k
　　K
　FK
　　F
　Fc
　　C
　C’
　FC
　CF
　　C

　　H
　　A
Aobj
　P1
　At
　Fire
C1oud
Lands
　Na
Obj

Arch
Exp1

児童　の　反応

C　　　　　D t　　　　p

35，1

19，4
13．3
2．0

0．4

3．7

5．3

1．4

0．0

0．2

0，2

20．8
1．2

1．1

0．2

0，4

0
0．0

6，8

17，8

0
2．0

0．1

0．9

0．2

0．8

1．4

3．O

O．7

0．4

37，9

18，0
17．0
2．4

0．4

4．8

4．0

1，8

0
0．2

0，5

23．1
0．1

0．1

0．5

0．8

0．7

0．2

8，1

18．0
0．3

1，3

0
0．2

0．1

0．9

1．6

3．O

O．7

1．O

df＝10

1，034・

1．579

1，411
＜1

＜1

1．397

1．959
1，161
＜1

＜1

＜1

1．174
2．845

3．322
1．836

1．161

3．171
1．451

1，590
＜1

2．352
1．004

1．451

1，735
＜1

＜1

＜1

1，265
＜1

1．384

＜．02
＜．01

＜．10

＜．01

＜．05

幼　児　の　反　応

C　　　　D　　　　t　　　p

57，2

12，7
29，8
11．2
2．5

2．8

3．7

0，2

0
0．1

0．1－

45．4
0．7

0．1

0．4

0．7－

1．0

1．4

5，4

29．O

0
3．O

O
O
O
0
4．8

5．4

6．8

0

47，8

11，1
24，5
10．7
1．8

1．5

3．4

0，8

0
0．2

0，2

39，5

0
0，2

0．2

0．5

1，1

0
5，4

23，1

0
2．7

0
0
0
0
3．1

5．1

4．2

0
d－f＝6

1，192

＜1

2，925　　　　＜＝二．05

＜1

1．370

3，171　　　＜．02
＜1

1，329
＜1

＜1

＜1

＜1

2，413　　　＜（．10

＜1

＜1

＜1

＜1

1，886

＜1

1，255

＜1

＜1

＜1

＜1

＜1

1，981　　　　＜．10

＜1

＜1

＜1
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の結果は，反応数の変動は偶然の検査者の変化

によるものでないこと，・すなわち検査者の検査

態度のちがいによってもたらされる．ものである

ζとを支持したと思われる6一一

　2　女子検査者の影饗

　Tab1e3は女子好感型検査者Cと非好感型検

査者Dとによってもたらされた児重・幼児の反

応を示したものである。

　児童の反応ではFc，c，C’、CF，幼児ではD，

M，Fc．Naに有意差を見出した。ここで注目さ

れることは，幼児では男子検査者による場合と

おなじく好感的検査態度によって反応数が大き

くなっているのに対して，児童ではFc，cの一

部にとどまり，他のC’，CFは逆に非好感的検

査態度によって増大することである。このこと

は総反応数（R）についてもうかがえる傾向で

順　　一

ある。すなわち，総反応数は幼児では好感的検

査態度により増大する頓向がみられるのに対し

て・．児童で之ま逆にやや減小するようドみえる・・，

？ぎに注目される女干検査者g特徴は，男子検

査者にみられたよう，な幼児に対する強い影響が

みられない点である。女子検査者の検査態度は

反応の変動カテゴリー数からみてほぼ同数であ

るので，児童・幼児問に影響の差を認めるわけに

はいかない。しかし，変動カテゴリーの内容に

ついてつぶさにみるときは，男子検査者の検査

態度が特に幼児の情緒的因子に強く影響したの

に対して，女子検査者ではその検査態度は幼児

よりむしろ児重の情緒的因子に強く影響してい

ることがうかがわれる。このようにみてくると，

検査態度は同じくても，男子検査者による場合

と女子検査者による場合とでは，児童。幼児に

Tab1e4検査者の性別による児童及ぴ幼児の反応の比較

　　R

　W
　Dd
　　D
　　S

　M
　FM
　　皿
　　k
　　K
　FK
　　F
　Fc
　　C
　C’
　FC
　CF
　　C

　H
　　A
Ao句
　P1
　At・
Fire

CIoud
Lands
　Na
Obj
Arch
Exp1

児’童の　反応’

男子検査者　女子検査者
（A・B）　　（C．D）　　t　　　P

30，3

15，1
13．8
1．0

1．4

2．5

5．8

2．5

0，0

0
1，1

14．5
1．5

1．O

O．3

0．5

1．8

0．1

5．5
ユ51．5

0．6

2．O

O．7

0，5

0
1．5

1．1

2，6

0
0．8

36・5

18，1
15．2
2．2

0．4

4．2

4．6

1．6

0．0

0．2

0，4

21．9
0．7

0．6

0．4

0．6

0．3

0．1

7．4

ユ7．9

0．1

1．6

0．0

0．5

0．2

0．8

1．5

3．0

0．7

0．7

df：36

15．974

1，209

　＜1
1，291

　＜1
2．124
1，064
ユ．578

　＜1
　＜1
2．041

2．370
2．321
1，134

　＜1
　＜1
4，136

　＜1
1，360
ユ．215

　＜1
　＜1
　＜1
　＜1
　＜1
1，341

　＜1
　＜1
　＜1
　＜1

＜．001

＜．05

＜．10

＜．05
＜．05
＜．05

＜．001

＜．10

＜．ユO

幼児の反応
男子検査者　女子検査者　　t　　　p
（A・B）　　（C・D）

32，1

13，3
21．2
0．8

1．5

2．6

6．2

ユ．9

0
0．2

0，3

21，5

0
0．3

0．7

0．5

1．7

1．0

5，7

17，1

0
2．4

0
0
0
01．5

3．8

1．O

O

53．2

ユ1，5

27，2
11．0
2．2

2．2

3．5

0，5

0
0．2

0，2

42．5
0．3

0．5

0．3

0．6

1．0

0．2

5，4

26．O

0
2．8

0
0
0
0
4．0

5．2

5．5

0
df＝11

2，101　　＜（．10

　＜1
　＜1
3，736　　　＜．01

　＜1

　＜1
　＜1
1，370

　＜1
　＜1
　＜1
2，805　　＜．02
2，187　　＜．05

　＜1
　＜1
　＜1
1．454

1，209

　＜1
1，983　　　＜．10

　＜

　＜1
　＜1
　＜
　＜i
　＜1
3，164　　　＜＝二．01

　＜1
3，345　　　＜（．01

　＜1
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与える影響はおのずから異なってくる・といわな

ければならない。このことは同時に男子検査者，

女子検査者のもつそれぞれの固有な特徴とも考

．えられるし，Iまた男字検査者では検益態度が大

きく差異を’も’づて影響するのに対して女子検査

者では仮に検査態度を異にしたとしても現実の

被験児の接触状況の申ではそれほど大きな差異

としてうけとられないことを暗示している。

　9．検査者の畦の影響

　埼感的検査態度といい，また非好感的検査態

■摩とい？てもそれらは現実？検査場面では必ら

ず検査者の性ξ．すなわち男子の■検査者あるいは

女子の検査青によって示される態度であ孔．1

および2の結果はζ、の間の事情を如実に示した

ものといわなければならない。

　Tab1・4は男子検査者A，Bおよび女子検査

者C，Dのもたらした児童・幼児の反応を検査

態度を無視して，検査者の性によってまとめた

ものである。。

　男子検査者・女子検査者間に有意差のあった

反応は，児里ではR，M，m，FK，F，Fc，CF，

H，Landsであり，幼児ではR，Dd，F，Fc，

A，Na，Archであつた。このように検査者の

性差は児童に対しても，また幼児に対しても強

いことがうかがわれる。しかし検査者の性の影

響は児童1幼児を通じて全く同じであるとはい

えない。すなわち，幼児では女子検査者によっ

て多くの反応がもたらされている．のに，埠童で

は女子検査者によっても（R，M，F，H），また

男子検査者によっても（㎜，FK，Fc，CF，Lnds

）多くの反応が引きおこされている。総反応数

（尽）にっいては幼児・児童ともに女子検査者

によって増大するところからみて，児童のうけ

Tab1e5’検葦態度による児童及び幼児の反応の比較

　　R

　W
　　．D

　Da
　　S

　M
　FM
　　m
　　k
　　K
　FK
　　ピ

　　c
　　C
　G’
　FG
　GF
　　G

　　H
　　A
Aobj
　P1
　At
　Fire
C1oud
Lands
　Na
Obj

A1ch
　スp1

児童　の　反応

好　感　的
（A・C）

非好感的
（B・D）　t　　p

34，8

17，9
14．8
1．5

1．0

3．2

5，6

1．7

0，0

0
0，4

19．6
1．3

1．1

0．4

0二4

0．7

0．1

6，5

17．8
0．2

2．1

0．4

0．8

0．1

1．0

1．4

2．7

0．3

0．5

　32，9

　16．5

　工4．4

　1．8
　0．7

　3．8
　4．7
　1．7
　0，0
　0
　1，0
　18．0

　0．7
　0．5
　0．3
　0．6
　1．2
　0．1

　Φ．8

　15．9

　．0．4

　1．5
　0．3
　0．3
　0．0
　1．2
　1．3
　2．9
　0．3
　0．9

df＝18

’＜1

2，568

　＜1
　＜1
1．095

1．430

1，255

　＜1
　＜1
　＜1
2，371
＜1

2．117
2，881
＜1

1．076
1，713
＜1

－i．575

1．450

1．721
1，933
＜1

2，159
＜1

＜1

＜1

＜1

＜1

1．508

＜．02

＜．05

く．05
＜．01

＜．10

く．05

幼　児　の　反　応

好感的’非好感的（A・C）　　（B・D）　　t　　　P

50．乞

14，2
28．3
6．3

2二2

2．7

5．6

1，0

0
0．1

0，2

35．5
0．3

018
0．7

0．7

2．2

1．0

6，2

24，9

0
3．1

0
0
01

0
3．4

4．8

4rl

O

　35，5

　10，9

　20．0

　5．5
　1．3

　1．9
　4．1
　0，9
　0
　0．2
　0，1
　28．O

　O
　O
　O．2
　0．4
　1．2
　0．2

　4．8
　7，3
　0
　2．0
　0
　0
　0
　0
　2．0
　4．1
　3．0
　0

df＝11

2．852

1．734

3，227
＜1

2．385

1．050
1，326
＜1

＜1

＜1

＜1

2．048
2．058
2．724
2．475
1．555
1．807
1．319

1．942
2，978

＜’二

1，737
＜1

＜1　・

＜1

＜1

3．504
1，283
＜1

＜1

＜．02

＜．01

＜．05

＜．10
＜．10

＜．02
＜．05

＜．10

＜．10
＜．02

＜．01
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る検査者の性の影響はその反応決定因　（dete卜

minant）にあるように思われる。すなわち，

児童では男子検査者によって内的緊張1葛藤や
情緒的不安がうながされるのに対して，女子検

査者によっては情緒の安定・統制が反映するの

ではなかろうか。

　4　検査態度の影響

　つぎに，検査者の性を無視して検査者の検査

態度（好感的1非好感的）によってまとめたの

がTab1e5である。

　検査態度の差によって変動したカテゴリーは

児童ではW，FK，Fc，c，P1，Fireであり，幼児

では民叫壮」FいC㌧C瓦H｛N・の
多くを数えた。これらの変動カテゴリーをみて

わかることは，児重・幼児を通じてどのカテゴ

リーをとってみても好感的検査態度によって反

応数が増大していることである。また，好感的

検査態度は幼児に対して一段と強く影響するこ

とがわかる。しかも反応内容からみて，その情

緒的因子の反映に特徴が認められる。これらの

点からみて，検査者の検査態度は幼児にみられ

るような比較的未熟な人格に強く影響すること

が予想される。

順　　一

　5．検査者の影響と被験児の性

　これまでにおこなってきた検討は，検査者の

側の変動因（性1検査態度）からな・されたもの

であ・り，被験者のもつ変動因についてはふれな

かった。しかし，児童。幼児という一つの発達

の変動因についてとり上げなかったわけではな

い。むしろ児童・幼児の発達的要因については

さきに示したように多くの有思義な結果を提供

した。今ここでとり上げる変動因ぱ被験児の性

についてである。その点これまでの検討では，

児童。幼児としてはとり上げながらも，それら

の性別にもとづく影響にはふれなかったが，．こ

のような被験児のもつ変動因を検討することは

今後検査者の影響を研究する上に極めて重要な

ことと思われる。今一つは被験児のテスト不安

との関係において検査者の影響をみようとした

ことである。

　Table6－1は男子検査者・女子検査者別の検

査態度のちがいによる幼児（男児1女児）の総

反応数についてまとめたものである。’

　さきにみたように（Tab1e2）・男子検査者の

検査態度は幼児全体の総反応数（R）に有意の

差をもたらしたが，男児・女児別にみてみると

女児において影響の強かったことがわかる。女

Tab1e6－1検査者の性別による幼児の総反応数（R）の比較

男子検査者 女子検査者
A B t df P C D t df P

全 体 45．9 27．23．373 6 ＜．02 57．2，47．81．192 6
男 児 42．3 32．61．118 2 75．6 62．3 ＜1 2
女 児 ㎏．7 23．24．875 3 ＜．02 43．5 37．04．076 3 ＜．05

Tab1e6－2検査者の性・検査態度による幼児の総反応数（R）の比較

全　　　俸

　男　　　児

　女　　児

検　　査　　態　　度

好感的非好感的　t　　df　p
（A・C）（B・D）

50，2　　　35．5　　　2．852

58，7　46．5　　＜1

46，1　　　　30．1　　　　3．777

11　＜．02－

3
7　＜．01

検査者の性
男　子女　子　t　df　p
（A・B）（C・D）

32，1　　　　53．2　　　2，101　’　　11　　　　＜（．10

24，5　　　　80．7　，4．166　　　　　3　　　　＜．02

36，0　　　　　40．2　　　　　＜1　　　　　7
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子検査者の検査態度では，さきの結果（Tab1e

3）にもみられたようIに，幼児全体としては有

意差がみられなかったが，男児・女児別に分け

てみると女児に有意差が認められた。このよう

に男児と女児とではうける影響に差異のあるこ

とがわかる。しかも女児は検査者の性にかかわ

りなく，検査者の検査態度に影響されるものと

いえと。Tab1e6－2によってもそのことはうか

がえるところである。

　つきに，検査者の性は男児・女児にどのよう

に影響しているだろうか。女児では反応数の有

意差がみられないのに男児では検査者の性の影

響が認められた。以上の結果から，幼児の総反

応数に関しては，男児は検査の性に，女児は検

査者の検査態度によって影響され，男児は女子

検査者によって，女児は好感的検査態度によっ

てそれそれ反応数を増大することがわかる。

　岱　検査者の影饗と児童のテスト不安

　さきにものべたように被験児の大きな変動因

とみられるものに「テろト不安」がある。テス

ト不安は検査場面に直面して生ずる独得な異

常緊張であり，またそれに伴う行動である。

Sarason，I　G　ら（ユユ、12，13，14，15）によれは，テス

ト不安は検査成績と関係する，低不安群は局不

安群に比べて知能検査・学業検査などの成績に

おいて優ることを報告している。Sarasonの「テ

スト不安尺度」はテストに関する不安につい

て16項目の質問からなるもので，はい。いいえ

のいづれかの応答によって不安得点1が与えら

れることになっている。各個人の不安得点はO

から16までの間におかれる。

　児重の実験皿によって分類された局不安群・

低不安群の各被験児は女子検査者CとDから口

。テストをうけた。

　Tab1e7－1は児重のテスト不安と総反応数の

関係を示したものである。男児については局不

安群・低不安群間に有意な差がみられ，低不安

群において総反応数の多いことがわかった。女

児では有意の差こそなかったが，男児とは逆に

局不安群において総反応数が多くなるように思

われる。

　Tab1e7－2は女子検査者の検査態度とテスト

不安との関係を総反応数についてまとめたもの

　一Table7－1テスト不安と児重の総反応数（R）

高不安群低不安群 t　’ df P

全体 34．9 41．3　1．040 20

男児 29．4 45．6　2．831 10 ＜．02

女児 43．O 30．1　1．れ2． 8

＜02

である。検査者の検査態度に影響されたのは高

不安群。低不安群ともに男児につい亡であるが

局不安群と低不安群とではうける影響にちがい

がみられる。すなわち，局不安群では検査者の

　Tab1e7－2テスト不安と検査態度とによる

　　　　　児童の総反応数（R）

好感的非好感的
（C） （D） t df P

高 全体 35．6 34．2 ＜1 4
不
安

男児 32．6、 26．3 7．193 2 ＜．02

群
女児 40．O 46㌧0 ＜1 1

低 全体 34．1 40．9 1．980 5
不
安

男児 41．O 50．3 14．035 2 ＜．0ユ

群
女児 28．6 31．6 ＜1 2

＜02

＜01

好感的態度によって反応数が増大するのに対し

て，低不安群ではむしろ逆に非好感的態度によ

って反応数が増大する。一方女児では有意の差

はなかったけれども，局不安群・低不安群とも

非好感的態度のもとで反応数を増大するように

思われる。こうしてみる。と，男児と女児とでは

検査者の影響を異にするしことがわかる。また

この場合の検査者が女性であったことによって

起った一つの傾向であるのかも知れない。さら

に今後の検討を待ちたい問題である。

　7　検査者の影響の要約

　これまでにおこなってきた男子検査者・女子

検査者，検査者の性・検査態度による影響に関

する結果を要約したのがTable8である。有思

差のあった変動カテゴリーについて，検査者の

影響を児童と幼児とで比較してみると，男子検

査者の検査態度の影響が最も大き‘いといえる。
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　　　　　　　　　　上　　田　　順　　一

Tab1e8検査者の性・検査態度による変動カテゴリ

検査者の性

児　童 1幼児
検査態度
児童1幼児

女子検査者

児重 幼児

男子検査者

児重 幼児

○◎◎＠◎R

⑥
◎

◎

◎
◎◎

○
○

W
D
㎜
S

◎
◎

◎
　
　
◎
◎
◎

　
○

◎

　
◎
◎

○
○
　
　
○

◎
◎

◎

◎

○◎
⑥

○

⑥

○
○

◎
◎
◎

◎

M
㎜
m
。
。
脳
。
吐
c
α
器
。

○

◎
＠

○
　
　
　
　
○

○

◎

⑨

○

◎

○

◎
　
　
　
　
⑨

◎
◎
　
　
　
　
　
◎

　
○

◎

　　　A

　　　H

Aobj
　　　P1

　　At
　Fire
C1oud
Lands
　　Na

　Obj
Arch
Exp1

223342452141220122372330
79u645126

有意差カテゴリー

注　010％水準以下，◎　5％水準以下，⑥1％水準以下の危険率を示す。

これに対して女子検査者の検査態度は最も小さ

いといえよう。つまり，児童では男子検査者お

よび女子検査者の検査態度はその影響度におい

て大差のないことを示しているが，幼児にいた

って両者の検査態度は大きな差となってあらわ

れることを物語っているといえよう。幼児から

みれば，女子検査者はその検査態度のいかんに

よらずすべて好感的あるいはそれに近い態度と

して受けとられているのかも知れない。

　男子検査者の検査態度の児重1幼児に対する

上の特徴的な影響は，検査態度としてまとめた

場合にも児重・幼児間に大きな影響のちがいを

もたらした。

　このように検査者の性は児童・幼児を通じて

ともに大きく影響しているものと考えられる。

また全体としては，児重は幼児に比べて検査態

度によるよりも検査者の性に影響されやすく，

幼児は逆に検査者の性よりも検査態度に大きく

影響されるように思われる。

　　　　　　　要　　　　約

　ロールシャッハ反応に対する検査者の影響を

明らかにするために，児重。幼児を対象として

男子検査者。女子検査者が検査を実施した。各
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被験児によってもたらされたロールシャッハ反

応は検査者の性・検査態度の観点から比較検討

された。また，被験児の性。テスト不安にもと

づく影響の差も検討された。得られた主な結果

はつぎの通りである。

　1．男子検査者の検査態度は児童に対しても

影響したが，幼児に対してはさらに大きな影響

を与えた。特にこの児重1幼児間の影響差は情

緒的因子にあるように思われた。

　2．女子検査者による検査態度の影響は児重

と幼児との間に男子検査者にみられたような大

きな差を示さなかった。しかし，児重に対して

はより多くの情緒的影饗をもたらしたようであ

った。

　3　検査者の検査態度は児重にも影響したが

幼児に対しては一そう顕著であった。

　4．また，検査者の性は児重に対しても，ま

た幼児に対しても可成り強いものであることが

わかった。

　5　児童は検査態度によるよりも検査者の性

に，幼児は逆に検査者の性によるよりも検査態

度によって強く影響されるように思われた。

　6．幼児の総反応数を男児。女児別に比べて

みると，男児は検査者の性に，女児は検査態度

に影響された。

　7．テスト不安に関して児童の男児低不安群

では総反応数が多いのに対して，女児では局不

安群が多くの総反応数をもたらした。また女子

検査者の検査態度は男児の局不安群・低不安群

に対して影響したが，両群のうけた影響の方向

は全く対称的であった。
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